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功労 功績をたたえて
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新年に向け 願いを込めて



野
々
市
市
表
彰

特
別
栄
誉
表
彰

橋
高　
朱
里
（
扇
が
丘
）

２
０
１
５
年
チ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
国
際
柔
道

大
会

女
子
70
㎏
級　
優
勝

２
０
１
５
年
ポ
ー
ラ

ン
ド
ジ
ュ
ニ
ア
国
際

柔
道
大
会

女
子
70
㎏
級　
優
勝

特
別
功
労
表
彰

山
田　
紫
津
子
（
本
町
二
丁
目
）

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
る
。

自
治
功
労
表
彰

北
村　
成
人
（
二
日
市
町
）

市
議
会
議
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

田
中　
昭
一
（
本
町
四
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

西
田　
治
夫
（
粟
田
二
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

平
野　
政
昭
（
稲
荷
二
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

川　
哲
郎
（
御
経
塚
一
丁
目
）

市
議
会
議
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

徳
田　
寿
秋
（
金
沢
市
）

教
育
委
員
会
教
育
委

員
と
し
て
、
教
育
行

政
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
る
。

藤
谷　
嘉
信
（
本
町
二
丁
目
）

監
査
委
員
と
し
て
、

市
勢
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
る
。

地
域
功
労
表
彰

松
村　
順
子
（
下
林
四
丁
目
）

食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
市
民
の
健

康
意
識
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
る
。

廣
見　
信
夫
（
押
野
一
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊
員

と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
る
。

西
村　
裕
之
（
堀
内
二
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊
員

と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
る
。

永
野　
勝
章
（
郷
町
）交

通
安
全
推
進
隊
員

と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
る
。

北　
勝
之
（
押
野
三
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊
員

と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
る
。

長
田　
衞
（
三
納
二
丁
目
）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

吉
本　
惠
美
子
（
上
林
三
丁
目
）

生
活
安
全
審
議
会
委

員
と
し
て
、
交
通
安

全
の
確
保
お
よ
び
良

好
な
生
活
環
境
の
保

持
に
貢
献
さ
れ
る
。

小
林　
良
正
（
中
林
二
丁
目
）

生
活
安
全
審
議
会
委

員
と
し
て
、
交
通
安

全
の
確
保
お
よ
び
良

好
な
生
活
環
境
の
保

持
に
貢
献
さ
れ
る
。

村
西　
鉄
二
（
本
町
一
丁
目
）

生
活
安
全
審
議
会
委

員
と
し
て
、
交
通
安

全
の
確
保
お
よ
び
良

好
な
生
活
環
境
の
保

持
に
貢
献
さ
れ
る
。

押
田　
弘
子
（
押
野
一
丁
目
）

地
下
水
採
取
規
制
審

議
会
委
員
と
し
て
、

地
下
水
保
全
に
貢
献

さ
れ
る
。

川
浦　
晋
（
粟
田
二
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊
員

と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

小
原　
悠
弥
（
押
越
二
丁
目
）

第
69
回
国
民
体
育
大

会　
相
撲
競
技

少
年
男
子　
団
体

優
勝

守
護　
聖
豪
（
徳
用
町
）

第
69
回
国
民
体
育
大

会　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技

成
年
男
子　
第
３
位

小
岩　
良
行
（
押
野
一
丁
目
）

第
69
回
国
民
体
育
大

会　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技

成
年
男
子　
第
３
位

下
出　
康
介
（
押
野
二
丁
目
）

第
40
回
全
国
高
等
学

校
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競

技
選
手
権
大
会

男
子
団
体
競
技

第
２
位

小
野　
則
子
（
粟
田
四
丁
目
）

地
下
水
採
取
規
制
審

議
会
委
員
と
し
て
、

地
下
水
保
全
に
貢
献

さ
れ
る
。

早
瀬　
吉
雄
（
茨
城
県
）

地
下
水
採
取
規
制
審

議
会
委
員
と
し
て
、

地
下
水
保
全
に
貢
献

さ
れ
る
。

長
谷
川　
芳
彦
（
中
林
一
丁
目
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

深
谷　
美
津
枝
（
中
林
五
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
委

員
と
し
て
、
自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚

と
情
報
公
開
推
進
に

貢
献
さ
れ
る
。

　
11
月
３
日
（
火
・
祝
）、
文
化
の
日
に
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
表
彰
は
36
人
１
団
体
、

市
教
育
委
員
会
表
彰
は
30
人
１
団
体
、
市
文
化
協
会
表
彰
は
６
人
、
市
体
育
協
会
表
彰
は
37
人
５
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
受
彰
さ
れ

ま
し
た
。
受
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

功
労 

功
績
を
た
た
え
て

平
成
27
年
度
　
野
々
市
市
表
彰
、教
育
委
員
会
表
彰
、文
化
協
会
表
彰
、体
育
協
会
表
彰
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藤
波　
諒
太
郎
（
本
町
五
丁
目
）

第
31
回
全
国
高
校
生

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

55
㎏
級　
第
５
位

清
水　
蛍
汰
（
本
町
五
丁
目
）

平
成
26
年
度　

風
間

杯
第
58
回
全
国
高
等

学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン

グ
大
会 

個
人
対
抗
戦

50
㎏
級　
第
５
位

平
成
27
年
度　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会　
三
笠
宮
賜

牌　
第
62
回
全
国
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会　
個
人
対
抗
戦

50
㎏
級　
第
５
位

第
31
回
全
国
高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

50
㎏
級　
第
３
位

喜
多　
佳
佑
（
太
平
寺
二
丁
目
）

平
成
27
年
度　

全
国

高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
大
会　

三
笠
宮
賜

牌　

第
62
回
全
国
高

等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

個
人
対
抗
戦

74
㎏
級　
第
５
位

大
倉　
龍
之
介
（
押
野
五
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会　
第
54

回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会　
優
勝

布
村　
健
人
（
本
町
四
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会　
第
54

回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会　
優
勝

長　
和
輝
（
下
林
四
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会　
第
54

回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会　
優
勝

大
倉　
颯
太
（
押
野
五
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会　
第
54

回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会　
優
勝

水
落　
ら
ら
（
藤
平
田
一
丁
目
）

第
61
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

石
川
県
大
会　
共
通
女
子
四
種
競
技　

優
勝　
大
会
新
記
録　
石
川
県
中
学
新

記
録

第
36
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

陸
上
競
技　
共
通
女
子
四
種
競
技　
優
勝

田
熊　
有
紗
（
御
経
塚
一
丁
目
）

第
７
回
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
水
球
競
技
選

手
権
大
会　
女
子　
第
１
位

第
25
回
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
秋
季
水
球
競

技
大
会　
Ｃ
区
分　
第
１
位

木
林　
和
行
（
位
川
）

石
川
県
民
体
育
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技　
10
回
出
場

野
々
市
市
立
布
水
中
学
校　

女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
押
野
二
丁
目
）

平
成
27
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　

第
45
回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会　
準
優
勝

若
狹　
弘
子
（
白
山
市
）

布
水
中
学
校
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
顧
問
と
し
て
「
平

成
27
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会　

第
45

回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
準
優
勝
に
導
く
。

竹
内　
麻
朝
（
金
沢
市
）

布
水
中
学
校
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
顧
問
と
し
て
「
平

成
27
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会　

第
45

回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
準
優
勝
に
導
く
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
功
労
表
彰

岡
田　
實
（
堀
内
三
丁
目
）

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
役
員
と

し
て
、
会
の
発
展
や
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
尽
力
さ
れ
る
。

１
０
０
ｍ
自
由
形　
大
会
新
記
録
樹
立

長
島　
汐
里
（
稲
荷
三
丁
目
）

第
７
回
石
川
県
室
内
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

大
会　
小
学
５
年
生　
女
子

50
ｍ
平
泳
ぎ　
大
会
新
記
録
樹
立

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　
大
会
新
記
録
樹
立

金
沢
工
業
高
等
専
門
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
（
金
沢
市
）

第
50
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

第
42
回
全
国
高
等
専
門
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
優
勝

大
野　
優
（
白
山
市
）

野
々
市
中
学
校
陸
上
部
顧
問
と
し
て
選

手
を
「
第
61
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
石
川
県
大
会　
共
通
女
子
四
種

競
技
」、「
第
36
回
北
信
越
中
学
校
総
合

競
技
大
会
陸
上
競
技　
共
通
女
子
四
種

競
技
」
優
勝
に
導
く
。

稲
生　
隆
則
（
白
山
市
）

野
々
市
中
学
校
陸
上
部
顧
問
と
し
て
選

手
を
「
第
61
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
石
川
県
大
会　
共
通
女
子
四
種

競
技
」、「
第
36
回
北
信
越
中
学
校
総
合

競
技
大
会
陸
上
競
技　
共
通
女
子
四
種

競
技
」
優
勝
に
導
く
。

文
化
協
会
表
彰

文
化
功
労
賞

安
田　
光
男
（
中
林
三
丁
目
）

茶
道
協
会
に
お
い
て
副
会
長
、
会
長
、

ま
た
文
化
協
会
理
事
、
常
任
理
事
を
務

め
ら
れ
た
。
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
お
よ
び
茶

道
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
。

直
江　
玲
皇
（
御
経
塚
三
丁
目
）

第
７
回
（
２
０
１
４

年
度
）
全
日
本
ユ
ー

ス
（
Ｕ
15
）
水
球
競

技
選
手
権
大
会
‐
桃

太
郎
カ
ッ
プ-

男
子　
第
２
位

第
37
回
（
２
０
１
４
年
度
）
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水

泳
競
技
大
会　
水
球
競
技　
Ｂ
区
分

第
２
位

吉
田　
瑛
介
（
野
代
一
丁
目
）

第
７
回
（
２
０
１
４

年
度
）
全
日
本
ユ
ー

ス
（
Ｕ
15
）
水
球
競

技
選
手
権
大
会
‐
桃

太
郎
カ
ッ
プ-

	
男
子　
第
２
位

第
37
回
（
２
０
１
４
年
度
）
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水

泳
競
技
大
会　
水
球
競
技　
Ｂ
区
分

第
２
位

吉
野　
郁
哉
（
本
町
二
丁
目
）

２
０
１
５ 

Ｄ
Ｕ
Ｎ

Ｌ
Ｏ
Ｐ 

Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｘ

Ｏ
Ｎ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

全
国

選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会

14
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
第
３
位

Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｐ 

Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
Ｏ
Ｎ 

全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
'15

14
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
第
３
位

中
野　
澄
子
（
太
平
寺
二
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技　
７
回
出
場

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技　
３
回
出
場

番
作　
惠
美
子
（
徳
用
町
）

石
川
県
民
体
育
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技　
11
回
出
場

寺
下　
英
子
（
野
代
三
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技　
11
回
出
場

橋
本　
清
美
（
新
庄
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

山
岳
競
技　
14
回
出
場

佐
野　
美
津
子
（
押
野
六
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

卓
球
競
技　
11
回
出
場

福
間　
均
（
矢
作
一
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

卓
球
競
技　
10
回
出
場

北　
拓
也
（
中
林
一
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

卓
球
競
技　
10
回
出
場

西
村　
仁
美
（
位
川
）

石
川
県
民
体
育
大
会

水
泳
競
技　
12
回
出
場

佐
藤　
進
（
住
吉
町
）

石
川
県
民
体
育
大
会

水
泳
競
技　
10
回
出
場　
５
回
入
賞

中
川　
健
一
（
押
野
三
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
10
回
出
場

瀧
波　
旺
介
（
高
橋
町
）

第
７
回
石
川
県
室
内
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

大
会　
小
学
５
年
生　
男
子

50
ｍ
自
由
形　
大
会
新
記
録
樹
立

教
育
振
興
表
彰

西
本　
正
明
（
上
林
二
丁
目
）

地
域
に
根
差
し
た
公
民
館
運
営
を
行

い
、
公
民
館
活
動
の
発
展
と
地
域
住
民

相
互
の
親
睦
に
尽
力
さ
れ
る
。

中
村　
一
好
（
稲
荷
二
丁
目
）

地
域
に
根
差
し
た
公
民
館
運
営
を
行

い
、
公
民
館
活
動
の
発
展
と
地
域
住
民

相
互
の
親
睦
に
尽
力
さ
れ
る
。

嶋
田　
絵
美
（
本
町
五
丁
目
）

第
10
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会

フ
リ
ー
の
部　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

フ
リ
ー
の
部　
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

新
平　
浩
之
（
新
庄
三
丁
目
）

第
35
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会　
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
競
技　
成
年
男
子　
優
勝

奥
村　
彩
加
（
横
宮
町
）

第
35
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会　
弓
道

競
技　
少
年
女
子　
優
勝

藤
村　
沙
妃
（
本
町
二
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会　
第
38
回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
大
会　
女
子
学
校
対
抗　

優
勝

谷
原　
夏
輝
（
押
越
二
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会　
第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会　
学
校
対
抗　
優
勝

酒
井　
達
晶
（
粟
田
三
丁
目
）

平
成
27
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会　
第
54

回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会　
優
勝

文
化
振
興
賞

小
林　
春
枝
（
上
林
三
丁
目
）

音
楽
文
化
協
会
の
代
議
員
、
理
事
、
会

計
を
務
め
ら
れ
た
。「
コ
ー
ラ
ス
花
の

輪
」
の
中
心
的
存
在
と
し
て
尽
力
し
、

音
楽
文
化
の
振
興
な
ら
び
に
会
の
発
足

へ
寄
与
さ
れ
た
。

高
尾　
理
薫
（
若
松
町
）

華
道
協
会
の
理
事
、会
計
を
務
め
ら
れ
、

会
の
運
営
・
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
。

文
化
奨
励
賞

領
毛　
隆
一
（
下
林
四
丁
目
）

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
の
囃
子

方
、
笛
の
部
で
県
内
外
に
出
演
さ
れ
る

と
と
も
に
、
会
の
運
営
や
後
継
者
育
成

に
尽
力
さ
れ
、
会
の
模
範
と
し
て
郷
土

芸
能
の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
。

田
中　
陽
子
（
本
町
三
丁
目
）

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
の
踊
り

子
、
踊
り
の
部
で
県
内
外
に
出
演
さ
れ

る
と
と
も
に
、
会
の
運
営
や
後
継
者
育

成
に
尽
力
さ
れ
、
会
の
模
範
と
し
て
郷

土
芸
能
の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
。

千
田　
敏
恵
（
粟
田
三
丁
目
）

短
歌
協
会
理
事
を
務
め
ら
れ
、
県
内
外

の
歌
壇
に
投
稿
を
続
け
、
好
成
績
を
残

す
。
会
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
運
営

お
よ
び
事
業
の
成
功
に
尽
力
し
た
。

5　広報野々市　2015．12月号 広報野々市　2015．12月号　4



広報野々市　2015．11月号　67　広報野々市　2015．11月号

体
育
協
会
表
彰

体
育
功
労
賞

安
嶋　
一
夫
（
三
日
市
町
）

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
役
員
お

よ
び
会
長
と
し
て
、
競
技
の
維
持
・
発

展
に
努
め
、
協
会
の
向
上
・
運
営
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

吉
田　
吉
信
（
三
納
二
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

出
場

西
村　
悦
知
（
下
林
四
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

出
場

古
田　
英
和
（
住
吉
町
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

出
場

大
崎　
敏
昭
（
押
野
一
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

出
場

西
村　
知
洋
（
本
町
一
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

出
場

東　
和
之
（
本
町
一
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

出
場

石
髙　
博
之
（
本
町
四
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

埼
玉
大
会　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技　
出
場

鶴
見　
隆
郁
（
押
野
一
丁
目
）

平
成
26
年
度　
第
45
回
全
国
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会　

出
場

清
水　
洸
希
（
本
町
五
丁
目
）

第
69
回
国
民
体
育
大
会　
レ
ス
リ
ン
グ

競
技　
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

60
㎏
級　
第
２
位

釜　
信
太
郎
（
三
納
三
丁
目
）

第
69
回
国
民
体
育
大
会　
軟
式
野
球
競

技　
成
年
男
子　
出
場

吉
村　
宏
美
（
菅
原
町
）

第
69
回
国
民
体
育
大
会　
山
岳
競
技　

成
年
女
子　
出
場

金
戸　
謙
二
郎
（
本
町
六
丁
目
）

高
松
宮
賜
杯　
第
58
回
全
日
本
軟
式
野

球
大
会
（
２
部
）　
出
場

番
場　
望
（
白
山
町
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
28
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
石
川
県
オ
ー
ル

ス
タ
ー
選
手
（
県
代
表
）　
出
場

森
島　
瑞
樹
（
押
野
五
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
28
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
石
川
県
オ
ー
ル

ス
タ
ー
選
手
（
県
代
表
）　
出
場

髙
木　
健
正
（
本
町
三
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
28
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
石
川
県
オ
ー
ル

ス
タ
ー
選
手
（
県
代
表
）　
出
場

小
林　
翔
（
御
経
塚
三
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
28
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
石
川
県
オ
ー
ル

ス
タ
ー
選
手
（
県
代
表
）　
出
場

清
水　
桃
佳
（
柳
町
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
28
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
石
川
県
オ
ー
ル

ス
タ
ー
選
手
（
県
代
表
）　
出
場

三
木　
陽
菜
乃
（
野
代
二
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
28
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
石
川
県
オ
ー
ル

ス
タ
ー
選
手
（
県
代
表
）　
出
場

朝
賀　
勇
斗
（
新
庄
六
丁
目
）

第
21
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜

野
球
大
会　
出
場

伊
藤　
慣
汰
（
粟
田
一
丁
目
）

第
21
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜

野
球
大
会　
出
場

塩
谷　
祥
梧
（
御
経
塚
一
丁
目
）

第
21
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜

野
球
大
会　
出
場

山
本　
太
陽
（
御
経
塚
五
丁
目
）

第
21
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜

野
球
大
会　
出
場

戸
部　
寿
政
（
清
金
三
丁
目
）

第
21
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜

野
球
大
会　
出
場

堀
越　
伊
代
（
二
日
市
町
）

第
18
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選

抜
大
会　
女
子　
規
定
組
演
武　
出
場

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
少
林
寺
拳
法
競
技
大
会　
女
子　

組
演
武　
出
場

鶴
來　
奈
央
子
（
太
平
寺
一
丁
目
）

第
18
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜

大
会　
女
子　
規
定
単
独
演
武　
出
場

加
藤　
浩
太
（
下
林
四
丁
目
）

平
成
26
年
度　
第
24
回
全
国
高
等
学
校

剣
道
選
抜
大
会　
男
子
団
体
戦　
出
場

西
村　
晋
悟
（
中
林
二
丁
目
）

第
30
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会

男
子
85
㎏
級　
出
場

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
大

会　
男
子
85
㎏
級　
出
場

澤
本　
大
虎
（
下
林
三
丁
目
）

第
18
回
高
等
学
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権

大
会　
男
子
個
人
戦　
出
場

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
第
39
回
全
日
本
高
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
選

手
権
大
会　
男
子
個
人
戦　
出
場

片
山　
千
里
（
住
吉
町
）

第
26
回
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
競
歩
大
会　

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
５
㎞　
出
場

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会

女
子
５
０
０
０
ｍ
Ｗ　
出
場

吉
村　
菜
花
（
三
納
三
丁
目
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会　
女
子
砲
丸
投　

出
場

森
田　
順
也
（
稲
荷
二
丁
目
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
弓
道
競
技
大
会　
男
子
団
体

出
場

渡
邊　
遼
河
（
押
野
二
丁
目
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
弓
道
競
技
大
会　
男
子
団
体

出
場

島　
啓
輔
（
二
日
市
町
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会

男
子
学
校
対
抗　
出
場

西　
栞
里
（
位
川
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会

女
子
個
人
対
抗　
出
場

関
野　
莉
奈
（
稲
荷
一
丁
目
）

第
49
回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大

会　
出
場

村
上　
泰
一
（
三
日
市
町
）

第
33
回
全
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会　
男
子
フ
リ
ー
シ
ン
グ
ル
ス
出
場

野
々
市
市
水
泳
協
会　
男
子

第
67
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

 

夏
季

大
会　
水
泳
競
技　
一
般
の
部　
男
子

優
勝

野
々
市
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　
男
女

第
67
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

 

夏
季

大
会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
一
般
の

部　
男
女　
壮
年
の
部　
男
子　
優
勝

野
々
市
市
山
岳
協
会　
女
子

第
67
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

 

夏
季

大
会　
山
岳
競
技　
壮
年
の
部　
女
子

優
勝

野
々
市
市
武
術
太
極
拳
協
会　
男
子

第
67
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

 

夏
季

大
会　
武
術
太
極
拳
競
技　
壮
年
の
部

男
子　
優
勝

野
々
市
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会　
女
子

第
67
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

 

夏
季

大
会　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
競
技　
一
般

の
部　
女
子　
優
勝

　
関
西
野
々

市
会
の
総
会

と
懇
親
会
が

10
月
24
日

㈯
、
大
阪
市

淀
川
区
の
ホ

テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
会
員

ら
13
人
が
出

席
し
ま
し

た
。
懇
親
会

で
は
、
東
洋

経
済
新
報
社

の
「
住
み
よ

さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
野
々
市
市
が
上
位
を
維
持
し

続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
話
題
に
上

り
、「
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
野
々
市

を
誇
り
に
思
う
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
総
会
や
懇
親
会
を
開
催
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ん
は
広
報
や
ふ
る
さ
と
特

産
品
を
通
じ
て
市
の
今
を
知
り
、
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

年

会

費　
３
千
円

問
い
合
わ
せ　
市
民
協
働
課

☎
２
２
７・６
０
２
９

市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る

人
々
で
つ
く
る
東
京
野
々
市
会
・

関
西
野
々
市
会
の
会
員
募
集

関西野々市会

小型動力消防ポンプ
などの消防用資機材
の購入

幼年消防クラブ用の
鼓笛隊セットの購入

　新庄二丁目自警団は、
小型動力消防ポンプな
どの消防用資機材を購
入しました。自警団は
購入した資機材で日夜
訓練に励み、火災など
の災害発生に備えてい
ます。 

　ほりうち保育園の幼年消防ク
ラブ用の鼓笛隊セットを購入し
ました。各種イベントで演奏す
ることにより、幼児期から火災
に対する意識の啓発を図るとと
もに、保護者など大人に対して
防火意識の普及と啓発を図りま
す。

（財）自治総合センターの補助金により、
備品が整備されました。

宝くじ普及広報事業

おめ
でとうございます

！
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職員給与などの状況

市 の 財 政 事 情
一般会計歳出決算額  177億9472万5千円 一般会計歳入決算額  182億572万3千円

特別会計
会計名 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 44 億 8675 万 5 千円 44 億 1990 万 7 千円
後期高齢者医療 3 億 9903 万 4 千円 3 億 9715 万 2 千円
介 護 保 険 23 億 8824 万 1 千円 23 億 8550 万 7 千円
下 水 道 事 業 17 億 7354 万 5 千円 16 億 8806 万 3 千円

（注）下水道事業特別会計は平成27年度から企業会計方式を採用することに伴い、
平成 27年 3月 31日をもって打ち切り決算を行った

企業会計
水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 入 9 億  650 万 8 千円
収 益 的 支 出 7 億 2813 万 3 千円
資 本 的 収 入 1 億 9262 万 9 千円
資 本 的 支 出 4 億 2755 万 6 千円

（注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 2億 3492 万 7千円は、
過年度分損益勘定留保資金 2億 608万円、当年度分損益勘定留保資金 967万 6
千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 1917万 1千円で補塡

※決算額には、前年度からの繰越額 10億 5745万円を含む

市税 74 億 7374万 5千円（41.0%）

国庫支出金 30 億 5951万 7千円（16.8%）

市債 24 億 5574万 7千円（13.5%）

地方交付税 17 億 5714万 3千円（  9.7%）

県支出金 13 億 5319万 8千円（  7.4%）

地方消費税交付金   6 億   914 万 9千円（  3.3%）

分担金及び負担金   5 億 3707 万 1千円（  3.0%）

繰越金   3 億 2998万 9千円（  1.8%）

その他   6 億 3016万 4千円（  3.5%）

民生費 71 億 9167万 5千円（40.4％）

教育費 24 億 1766万 5千円（13.6％）

土木費 23 億 4620万 2千円（13.2％） 

公債費 17 億 3336万 7千円（  9.8％）

総務費 16 億 2069万 6千円（  9.1％）

衛生費 11 億   209 万 6千円（  6.2％）

消防費 10 億 1867万 1千円（  5.7％）

その他   3 億 6435万 3千円（  2.0％）

◆その他の内訳◆
議会費	 	 1億6830万5千円
商工費	 	 1億1843万  　円
農林水産業費	 	 5412万8千円
労働費	 	 2349万  　円

◆その他の内訳◆
諸収入	 	 2億  655万  　円	
地方譲与税	 	 1億2463万7千円
利子割等交付金	 	 9054万7千円
使用料及び手数料	 	 8697万7千円
繰入金	 	 5000万  　円
財産収入	 	 3859万2千円
自動車取得税交付金	 	 1962万4千円
交通安全対策特別交付金	 	 953万  　円
寄附金	 	 370万7千円

平成26年度 決算
問い合わせ
財政課　☎227－6031

ラスパイレス指数
平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

野々市市 96.6 96.4 95.3 95.8
全国市平均 98.8 98.8 98.5 98.6
類似団体 97.7 97.9 97.8 97.9
※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数
※�類似団体とは、人口および産業構造が似通った他の
市町村
※�平成24年および平成25年は、国家公務員の時限的な（２
年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の値

職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成27年4月1日現在）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 40.9 歳 30万4800 円 38万3100 円
技能労務職 44.1 歳 24万1900 円 25万2000 円

職員給与費（平成26年度普通会計決算）
職員数（Ａ） 288 人
給与費（Ｂ） 15億4112万4千円
給料 10億  975万7千円
職員手当 1億6329万1千円

期末・勤勉手当 3億6807万6千円
一人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 535万1千円

期末・勤勉手当（平成26年度）
■平均支給額128万円

支給割合
期末手当 2.60月分(1.45月分)
勤勉手当 1.50月分(0.70月分)

※（　）内は、再任用職員にかかる支給割合
※支給割合は、国と同じ

退職手当の支給割合（平成27年4月1日現在）
年数 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続25年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続35年 41.325 月分   49.59 月分
※支給割合は、国と同じ

特殊勤務手当（平成26年度）
支給実績 12万円

支給職員一人当たり平均支給年額 2209円
職員全体に占める手当支給職員の割合 18.0%

手当の種類（手当数） 9種類

問い合わせ　総務課（☎227－6022）

一般会計支出済額合計  65億6023万5千円 一般会計収入済額合計  77億1248万3千円

特別会計
会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 50億          　　円 21億4048万2千円 23億1158万1千円

後期高齢者医療 3億9400万  　円 1億5371万  　円 1億5595万7千円

介 護 保 険 25億1329万8千円 10億  467万4千円 9億9013万  　円

企業会計
会計名 現計予算額 調定済額 支出発生額

水
道
事
業

収益的収入 9億  600万  　円 3億5951万3千円
収益的支出 7億4800万  　円 1億  410万3千円
資本的収入 2億3766万9千円 5352万4千円
資本的支出 5億9215万2千円 1億  285万4千円

公
共
下
水
道
事
業

収益的収入 12億2300万  　円 4億6080万1千円
収益的支出 13億7500万  　円 3億  602万  　円
資本的収入 9億5978万3千円 2億3308万4千円
資本的支出 12億9793万1千円 4億2233万2千円
特例的収入 1億2100万  　円 1億4933万8千円
特例的支出 1億8300万  　円 6931万5千円

（注）水道事業会計の資本的収支現計予算額には、前年度からの繰越額を含む。
公共下水道事業会計の資本的収支現計予算額には、下水道事業特別会計から引き
継いだ繰越額を含む

188億4316万円
目的別区分 現　在　高
総　務　債 93億 7446万 8千円
教　育　債 38億 8233万 5千円
土　木　債 28億 9129万 3千円
消　防　債 12億 8554万 9千円
民　生　債 7億 6030万 6千円
公営住宅債 4億 6520万　 　円
農林水産業債 1億 7395万 4千円
衛　生　債 1005万 5千円

※現計予算額には、前年度からの繰越額3億957万 3千円を含む

現計予算額 ％は予算額の構成比

市　　　税 70億  1836万 7千円
43億  7321万  　円

国庫支出金 29億  3122万 6千円
9億  4445万 7千円

市　　　債 16億  9897万 4千円
0千円

地方交付税 16億  7721万 7千円
11億  3484万 1千円

県 支 出 金 10億  8333万 7千円
2億  4636万 1千円

繰　入　金 7億  4301万 9千円
0千円

地方消費税交付金 6億  6000万  　円
6億    627万 3千円

そ　の　他 11億  7640万 3千円
4億    734万 1千円

収 入済額

41.3%

17.3%

10.0%

9.9%

6.4%

4.4%

3.9%

6.8%

現計予算額％は予算額の構成比

40.0% 民　生　費67億  9926万 8千円
25億  8944万 5千円

16.2% 土　木　費27億  5279万 2千円
7億    964万 7千円

10.6% 公　債　費17億  9444万 6千円
8億  5375万 3千円

10.2% 教　育　費17億  3051万 4千円
6億  7475万 4千円

9.4% 総　務　費15億  9256万 7千円
6億  3182万 1千円

7.0% 衛　生　費11億  8301万 5千円
5億  5403万 3千円

3.8% 消　防　費6億  4701万   　円
3億  3921万 8千円

2.8% そ　の　他4億  8893万 1千円
2億    756万 4千円

支 出済額

軽自動車税
1822円（1800円）

都市計画税
6213円（6561円）

市たばこ税
9821円

（1万530円）

固定資産税
5万8638円
（6万2319円）

市民税
5万9642円
（6万4890円）

市税　70億1836万7千円（74億7374万5千円）
市民一人当たり　13万6136円（14万6100円）
　※（　　）内は平成26年度決算額
 平成27年9月末人口　5万1554人
（平成27年3月末人口　5万1155人）

◆その他の内訳◆	 現計予算額	 支出済額
商工費	 1億9643万7千円	 6983万5千円
議会費	 1億8199万3千円	 9721万7千円	
農林水産業費	 7559万3千円	 2434万  　円
労働費	 2490万5千円	 1617万2千円	
予備費	 1000万  　円	 0円
災害復旧費	 2千円	 0円	
諸支出金	 1千円	 0円

◆その他の内訳◆	 現計予算額	 収入済額
分担金及び負担金	 4億9563万9千円	 2億2037万8千円
諸収入	 2億7893万7千円	 4725万8千円
地方譲与税	 1億2600万  　円	 3801万6千円
繰越金	 1億  441万3千円	 0円
使用料及び手数料	 8132万8千円	 5155万8千円
利子割等交付金	 3200万  　円	 1324万8千円
自動車取得税交付金	 2200万  　円	 956万7千円
寄附金	 1968万6千円	 2013万  　円
交通安全対策特別交付金	850万  　円	 529万1千円
財産収入	 790万  　円	 189万5千円

平成27年度 上半期予算執行状況（9月末現在）

市債現在高（平成27年9月末現在） 市民一人当たりの市税負担（現計予算）

一般会計現計予算　169億8854万3千円

人件費（平成26年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（平成27年3月末現在） 5万1155人

歳出額（A） 177億7040万3千円
人件費（B） 22億2431万5千円

人件費割合（B/A） 12.5%
※人件費には、特別職の給与・報酬を含みます
※決算統計の数値のため、市決算額とは異なる場合があります

部門別職員数（各年4月1日現在）
平成26年度 平成27年度

一般行政部門 240 人 246 人
特別行政部門（教育委員会） 48 人 44 人
公営企業等特別会計部門 35 人 33 人

合計 323 人 323 人
※職員数は、一般職に属する正規職員数です。
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愛と和でふれあう
ののいちマナビィフェスタ 2015

学習と文化の祭典

市長賞	 　長池町、下林
市議長賞	 　粟田６丁目、本町５丁目
市教育長賞	 　太平寺１丁目、本町６丁目
中央公民館長賞	 　藤平田、位川
ロータリークラブ会長賞　太平寺４丁目、清金
北國新聞社長賞	 　稲荷町、新庄５・６丁目
市子連会長賞	 　丸木、あすなろ

第 31回　子どもかべ新聞コンクール 第5回　市菊花展
（敬称略）

市長賞	 「七本立の部」優等	 髙納　春子
市議会議長賞	 「三本立の部」優等	 北村　成人
市商工会会長賞	 「ダルマの部」優等	 北村　成人
市文化協会会長賞	「ドームの部」優等	 中川　　修
北國新聞社長賞	 「バラエティーの部」優等	 中村　昭一

民話の語り

盆栽展

芸能民謡祭

野々市スカウト育成会 めった汁販売 子どもフェスティバル　コイン落とし

お茶席（市茶道協会）

作品展示
（フラワーアレンジメント）

子どもかべ新聞コンクール展 囲碁・将棋対局コーナー

ソーシャルバンド「一途」

レッツすこやか体験

音楽祭

　
10
月
25
日
㈰
か
ら
11
月
３
日（
火
・
祝
）

に
か
け
て
、中
央
公
民
館
、市
立
図
書
館
、

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
、
情
報
交
流
館
カ
メ

リ
ア
、
郷
土
資
料
館
、
本
町
通
り
を
会
場

に
学
習
と
文
化
の
祭
典
「
の
の
い
ち
マ
ナ

ビ
ィ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
音
楽
祭
や
芸
能
民
謡
祭
、

自
分
の
思
い
を
形
に
乗
せ
た
作
品
展
示

な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
、
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
創
立

50
周
年
を
記
念
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ
ン
ド

「
一
途
」
に
よ
る
記
念
公
演
を
開
催
。
児

童
ら
が
「
50
」
を
テ
ー
マ
に
夏
休
み
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
だ
か
べ
新
聞
を
展
示

し
た
ほ
か
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
折
り
紙

遊
び
な
ど
子
ど
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
遊
ん
で

楽
し
み
、
文
化
の
秋
を
満
喫
し
た
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
。

公開文学講演会

広報写真アルバム
２次元バーコード
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叙
勲
・
褒
章
受
章
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秋
の
褒
章

橋本　和多利  氏（中林１）

海上保安官として、海の治安と
安全を守ることに尽力された。

村上　維喜  氏（新庄５）

公立中学校校長を務め、教育
発展に貢献された。

戸田　多河良  氏（本町６）

県警察警視正などを歴任し、
県内の治安維持に尽力された。

村本　勝男  氏（太平寺 2）

県職員として要職を歴任し、
地方自治の発展に尽力された。

清水　一男  氏（本町１）

平成20年から現在まで消防団長
を務め、地域防災に貢献された。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

藍
綬
褒
章

表
彰 

　

多
年
に
わ
た
り
、
県
お
よ
び
市

婦
人
団
体
会
長
と
し
て
、
社
会
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
、市
（
当
時
は
町
）

防
犯
協
会
長
と
し
て
、
地
域
安
全

活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
。 藤多　典子　氏

　　　（藤平）
岡田　昇　氏

　　　（堀内２）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

防
犯
栄
誉
金
賞

大
会
結
果

■
第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭

や
ま
ぐ
ち
大
会
・ 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い

で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５

10
月
17
日
㈯
～
20
日
㈫

サ
ッ
カ
ー　
団
体
戦　
Ｏ
ブ
ロ
ッ
ク

ゆ
ー
り
ん
石
川　
優
勝

　
11
月
３
日
に
、
秋
の
叙
勲
お
よ
び

褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
５

人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

上田　浩之 氏
（位川）

▽
野
々
市
農
業
協
同
組
合

　
市
立
小
学
校
へ
金
員
を
寄
附
さ
れ
、
教

育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

▽
鈴
木　
信
一
氏

　
平
成
18
年
よ
り
３
期
９
年
に
渡
り
人
権

擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
、
市
の
人
権
擁
護

の
啓
発
普
及
に
貢
献
さ
れ
る
。

市
感
謝
状

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
福
祉
基
金
へ

▽
市
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
様
か
ら

�

４
万
６
千
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
加
藤  

治
様
（
白
山
市
）
か
ら�

20
万
円

▽
ニ
ッ
コ
ー
株
式
会
社
様
か
ら�

10
万
円

▽
津
軽
三
味
線
明
宏
会
様
か
ら

�

７
万
６
６
３
７
円

ご
寄
附

講座「楽しく美しい人生をデザインする」
～長寿社会を賢く行きたい市民のための講座～

さあ、どんな発想が生まれるでしょうか！

　地域包括ケアシステムを構築するためには、市民一人一人が自分
の人生を通して考えることが大切です。
　今回のこの講座では、予防医療や介護、看取り、地域コミュニティ
などの側面から、第一線で活躍している人を講師に迎え、参加者自
身がクリエイティブな発想で「人生 90 年時代」の生き方を考えます。

　12 月 19 日に第 3 回ワークショップが行われます。この回では、市民の皆さんが自分の人生を
通して話し合って出てきた「不安なこと」「あったらいいなと思うこと」について、先進事例を学
びながら、具体的に考えていきます。住みやすい市について考える第 1 歩となります。

約 30 人の参加者が自分の人生シート
を見ながら市の今後を考えています！

⑭

〈問い合わせ〉
地域包括支援センター
（市役所１階）
☎227−6067

地域
の底力シリーズ 地域包括ケアシステムの構築を目指して！

今後のワークショップでは・・・

　東京大学教授の秋山先生
の講義では人生 90 年時代を
迎え、セカンドライフをどう

生きていくかを参加者の皆さんが考え
ました。

 ＜皆さんの感想＞
・�今まで自分で自分の人生設計をした

ことがなかった。
・人生二毛作
・�セカンドライフを自分で設計してみ

ようと思った。
・�今の仕事を辞めた後に、全く違う仕

事をしてもいいんだと思い、ワクワ
クしてきた。

ワークショップの様子
これが、ワークショップで
使った人生シート！
参加者が下記の内容を書き
込みました。
●�生まれてから今までどの
ように生きてきたか
●�これから先どのように生
きたいか
●�これからの人生を考えた
時に不安なことは何か
　　　　↓↓
野々市市に足りないものが
見えてきます。

（土）

1031

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢

第
２
問

野
球
選
手
に
な
り
た
い

島
田 

建
信
く
ん   

富
陽
小
学
校
２
年
生

57 18

かがやく瞳
Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：年末（12月15日以降）に図書を借りると、お正月を挟んで通常より長い期間借りられます。詳しくは図書館でおたずねください。

● 児童向け ● 一般向け

スパゲッティは、もとは小麦だったし、
ミートソースのお肉は動物たちだった。
食べ物の本来の姿をたどっていくことで、
幼児の食への関心を高める絵本。

村上祥子の食べ力えほん
はじめての食育　にく
村上　祥子／作、オームラ　トモコ／絵
金の星社

国民的アニメの主演を26年間勤め上げた
翌年に書かれた。ドラえもんとの運命の出
会い、アニメ制作の裏話、視聴者との温か
なふれあい。ドラえもんと子どもたちへの
愛が溢れる手記。

ぼく、ドラえもんでした。
大山　のぶ代／著
小学館

● 今月の展示図書
『プレゼント』をテーマに、図書や
絵本を集め、展示します。展示期間
中は貸出できない本もありますの
で、予約をお願いします。

● 今月のおはなし会
と　き：12月 12日㈯、26日㈯
	 午前 11時から
場　所：図書館１階　
	 児童図書コーナー

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館	 〒 921-8815　野々市市本町 2丁目 14番 6号 
		  ☎ 248-8099
		  開館時間　10： 00〜 19： 00（土日は 17： 00まで）
		  休館日　毎週月・祝日

　子育て支援センターエンジェルでは年６回、未就
園児とその保護者を対象に、育児に関する知識を学
んだり、参加者同士が交流・仲間づくりをしたり、離
乳食の実演と試食をしたりする講座を開催していま
す。
　５回目の講座は、「月齢に応じた離乳食の進め方・
試食」を開催しました。離乳食をこれから始める人や、
現在進めている人などが幅広く参加。栄養士の先生
が離乳食を進めて行くうえでのポイントなどを説明し
た後、試食タイムを実施しました。

　今回は、初期・後期と２種類のメニューを用意しま
した。これから始める人は、お母さんが代わりに試
食をします。食材の使い方・ゆで方・焼き方なども教
えてもらいながら、もらった試食を皆さんぺろりと食
べていました。参加者からの相談タイムでは、離乳
食で悩んでいるお母さんたちから、アレルギー・食
材の使い方・遊び食べについてなどたくさんの相談
が寄せられました。一つひとつの質問・疑問に対す
る先生の返答を、熱心に聞いている皆さんの姿がとっ
ても印象的でした。

子育て支援センターエンジェル

育児講座　月齢に応じた
離乳食の進め方・試食

　
　
　
1
０
０
０
万
円
以
上(

税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
分
入
札

■
公
共
下
水
道
事
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汚
水
管
布
設
工
事

　
二
日
市
第
二
処
理
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区　
第
57
工
区
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価
格　
１
９
３
８
万
６
千
円

落
札
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格　
１
８
３
６
万
円

落
札
者　
㈲
石
原
建
設
工
業

■
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─
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に
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水
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設
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１
１
８
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６
０
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円
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札
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格　
１
９
８
７
万
２
千
円
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札
者　
佐
々
木
工
業

■
（
街
路
）
扇
が
丘
中
央
線
整
備
事
業　

　
街
路
舗
装
工
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
１
５
８
万
８
４
０
０
円

落
札
価
格　
１
０
９
０
万
８
千
円

落
札
者　
協
和
道
路
㈱

■
（
街
路
）
扇
が
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央
線
整
備
事
業　

　
街
路
舗
装
工
事　
第
３
工
区

予
定
価
格　
１
６
７
４
万
円

落
札
価
格　
１
５
６
６
万
円

落
札
者　
加
州
建
設
㈱

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　
野
々

市
中
央
公
園
椿
鑑
賞
展
示
施
設
建
築
工
事

予
定
価
格　
６
１
２
４
万
６
８
０
０
円

落
札
価
格　
６
１
０
２
万
円

落
札
者　
㈱
清
水
建
築

■�

都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　
野
々

市
中
央
公
園
椿
育
成
施
設
建
築
工
事

予
定
価
格　
４
７
１
７
万
４
４
０
０
円

落
札
価
格　
４
６
９
８
万
円

落
札
者　
㈱
河
合
組

入
札
結
果

広
告
欄

U R L   http://.www.tensyoukaku.co.jp

豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、

家族葬まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『もしも』の時の安心と信頼公立保育園非常勤職員募集
勤 務 地：市内公立保育園
資　　格：保育士資格
勤務時間：8:30～17:15（休憩１時間）
※シフト有、7:15～19:00の間
　実働7時間45分
給　　与：月給153,300円
※最初の１カ月間は時間給979円
待　　遇：賞与、通勤手当、
　　　　　健康保険、雇用保険
勤 務 日：�週休２日制
　　　　　隔週月２回土曜日勤務

 子育て支援課　☎227－6076

来月号から広報野々市の裏表紙がリニューアル！写真が掲
載されるのは何歳の子ども？
A　０歳　　　　B　１歳
C　２歳　　　　D　３歳まで

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
り
た
い

得
田 

琉
心
さ
ん   

御
園
小
学
校
２
年
生

Topicsトピックス １歳の  ののいちっ子募集！
　平成 24 年５月号から広報野々市の裏表紙では、「のっティ
で巡る　ののいち探訪」を掲載してきましたが、次号から内
容をリニューアルします。平成 28 年１月号からは、「HAPPY 
BIRTHDAY!　１歳の ののいちっ子」と題し、市内に住む１歳
の子どもを掲載することとなりました。そこで、平成 28 年１月
中に１歳を迎える子どもの写真・コメントを募集します！

募集期間　12 月 10 日（木）まで（応募多数は抽選）
応募方法　子どもの写真（データ推奨）に①子どもの氏名・ふり
がな②生年月日③性別④住所⑤両親の氏名・ふりがな⑥日中に連
絡が取れる電話番号⑦コメント（15 文字以内）を添えてメール、
郵送または持参で応募してください。（メールに写真データを添
付しての応募を推奨します。その場合はタイトルを「ののいちっ
子応募」としてください。郵送・持参の場合、写真は返却しません）

� 〒 921-8510 三納 1丁目 1番地
野々市市役所　企画振興部　秘書広報課
� ☎ 227 － 6056
�  hisho@city.nonoichi.lg.jp

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★申し込みにあたり、PDF 版のホームページやｉ広報紙への掲載に同意したものとします。
★メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB 未満にしてください。
　携帯電話からの応募の場合、写真のサイズを最大にしてください。
　コメントは絵文字を使わずに、（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）　というように代替表記してください。

ヤーコンに続き、市の特産品を目指している健康野菜「○
○○○」。○に入るのは？
A　ニンジン　　　　B　キクイモ
C　ダイコン　　　　D　アピオス

粟田にある豊田日吉神社の「繋
つなぎ
馬
うま
図絵馬」を間近で見られ

る企画展「馬とくらし展」はどこで開催されている？
A　郷土資料館　　　　　B　ふるさと歴史館
C　文化会館フォルテ　　D　情報交流館カメリア

裏表紙イメージ

子ども掲載枠の
イメージ
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

若い発想力で市特産のヤーコンを PR
日本学校農業クラブ全国大会で優秀賞
　10 月 27 日㈫、翠星高校の食品科学研究会の生徒ら
が市役所を訪れ、群馬県で行われた日本学校農業クラ
ブ全国大会で市特産のヤーコンを題材に発表し、見事
優秀賞に選ばれたことを粟市長に報告しました。
　生徒らは市の特産品に着目し、大根ずしなどをヒン
トにヤーコンずしを考案しました。大会ではヤーコン
の生産量や加工品について研究してきたことを発表。
審査員の質疑にも落ち着いて応え、学校として16 年
ぶりの快挙を成し遂げました。

食欲の秋、自分の食事を見直そう
のっティ食堂
　10月 29日㈭、保健センターでのっティ食堂が開か
れ、18人が参加しました。今年のテーマは「コレステ
ロール」。コレステロールとは何か、どんな食事をした
らいいのかなどについて、食生活改善推進員がこれま
での学習をもとに話しました。
　講義後には１食の適正量を知るために、脂控えめで
薄味の、野菜をたっぷり使ったメニューを試食。参加
者たちは作り方を質問したり、隣の人と感想を話し合っ
たりと、味わいながら学びを深めていました。

約3,000字のスピーチを暗記し、10分ぴったりで成功しました。

栄養バランスを計算して作られた食事は、工夫がいっぱい！

昔の「市」を今に伝える
第５回　北国街道野々市の市
　10月 25日㈰、旧北国街道本町通りで「北国街道野々
市の市」が開かれました。このイベントは、本町２、
３丁目の地元有志らが中心となり運営されています。
　通りは歩行者に開放され、出店がずらり。布市神社
の収蔵品展や、喜多家、水毛生家などの町家の公開、
弁慶の力石コンテストなど、野々市の歴史・文化を体
験できる催しも行われました。夜には野々市じょんか
ら踊りの踊り流しや、子ども会作成の夢灯路が訪れる
人を楽しませ、幻想的な雰囲気が辺りを包みました。

安心して暮らし続けるために
「地域見守りに関する協定」調印
　10月 22日㈭、市と生活協同組合
コープいしかわは「地域見守りに関す
る協定」を調印しました。コープいし
かわは配達などの業務で市民と顔を合
わせる際、高齢者などに対し声掛けや
安否確認を実施。異変があれば市や警
察に情報を提供します。
　粟市長は「狭い面積の中に多くの世
帯があり、一人暮らしや認知症の高齢
者が見えにくい。見守りへの協力はあ
りがたい」とあいさつし、長谷川隆史
理事長は「少しでも地域住民の役に立
てればと思う」と応えました。

秋晴れの本町通りは多くの店と人でにぎわっていました。

協定締結と合わせ、高齢者見守りSOSネットワークの協力事業者にも登録が決定

SNS で発信！野々市の魅力を共有！
第 2 回　野々市シャルソン
　10月 25日㈰、野々市シャルソンが開催され、市内
外の60人が参加しました。参加者たちは体験した面白
いことをFacebookなどのソーシャルメディアで発信
し、楽しみながら情報を共有。市内に設けられた立ち
寄りポイント (給○ポイント )には、北国街道野々市の
市や響緑祭もあり、まちの魅力に触れる一日となりま
した。「参加して野々市のことを知れた。いつも通り慣
れた道でも、明日からは見えてくる景色が違うと思う。」
という参加者の感想が挙がっていました。 お揃いのTシャツを着て、ゴール後のパーティでも交流を深めました。

20 周年の節目を迎えて
ありがとう20年～草木染と暮らしの特産品～
　市商工会女性部主催の物産展が11月 7日㈯、8日
㈰の２日間にわたって文化会館フォルテで開催されま
した。発足20周年を迎えた草木染部は、野菜や草花で
染めた色とりどりのハンカチやスカーフ、Ｔシャツな
ど約400点を販売。これまでの集大成を披露しました。
　２日間の合計来場者数は約200人。部員の小西千賀
子さんは「来場者の皆さんは、商品が多いことや、草
木からこんなにたくさんの色が出ることに驚いていま
したよ」と話しました。 いろいろな草木染の商品が並び、華やかな物産展となりました。

暴力反対！ DV 防止に向けて
パープルリボンキャンペーン 2015
　“配偶者や恋人から振るわれる暴力をなくそう”とい
う意識を広めるため、11月を啓発月間として県内で
キャンペーンが行われました。
　市では市役所内にパープルリボンツリーを設置。来
場者に、DVのない社会を目指すメッセージカードの
記入・飾り付けをしてもらいました。11月中旬には約
50のメッセージが寄せられ、カードには「みんな誰か
の大切な人」「相手の気持ちになってみて」など、優し
い気持ちを込めた言葉が並びました。ツリーに思いを託す男女共同参画推進員の皆さん
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中
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洋
輔
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下
林
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新
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３

小
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司
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３
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２
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３
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４
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４
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仁
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３

宮
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６
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３
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氏
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住
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年
　
齢

お
く
や
み

個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

中
林　
葵き

こ子

稔
三
香
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粟
田
６

二
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お
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良
紀

ゆ
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下
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４
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３
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）
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日
市
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）
本
町
３

末
廣　
　
奏
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代
）
白
山
町

中
村　
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美
香
）
新
庄
１

張
本
あ
ん
な

大
樹

あ
ゆ
み
）
粟
田
２

小
林　
六り

っ
か花

恭
輔

舞
香
）
御
経
塚
２

山
口　
　
紬
つ
む
ぎ

愼
也

愛
子
）
押
野
３

小
林
か
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ん

敏
行

幸
恵
）
中
林
２

※住民基本台帳に記載されている数字です

H27.10.5 〜 H27.11.15 受付分

■10月末現在の人口（　）は前月比
人　口	 51,609 人	 （＋ 55）
　男	 26,207 人	 （＋ 27）
　女	 25,402 人	 （＋ 28）
世帯数	 22,680 世帯	 （＋ 24）

■ 10月中の人の動き
　転　入	275 人
　転　出	256 人
　出　生	66 人
　死　亡	30 人

いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

今月の
表紙
　新年を迎える準備、皆さんはもう
始めていますか？今月の１枚は、師
走に向けて大忙しの「しめ飾り」作
りの様子です。この道約60年のし
め飾り職人である吉岡さんは、縄を
結うところから一つひとつ手作りす
るため、1年中作業をしています。
１日に100本ほどの縄を結うことも
あるそうで、「普通の人がやると手の
皮がめくれて大変なんですよ」と話
してくれました。

●
市
内
外
の
人
か
ら
「
野
々
市
っ
て
便
利
な
ま
ち
だ
よ
ね
。

お
店
も
近
く
に
あ
っ
て
…
」
と
い
っ
た
声
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
ま
た
、
経
済
誌
の
選
ぶ
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
「
利

便
度
」
部
門
で
は
４
年
連
続
で
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
野
々

市
市
。
Ｈ
Ａ
Ｂ
主
催
の
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
は
こ
の
“
便

利
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
ま
し
た
。
15
秒
と
い

う
短
い
時
間
の
中
で
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
か
非
常
に
悩
み

完
成
さ
せ
た
作
品
で
す
。
市
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。（
Ｈ
・
Ｎ
）

●
長
く
続
い
て
き
た
広
報
裏
表
紙
コ
ー
ナ
ー
「
の
っ
テ
ィ

で
巡
る 

の
の
い
ち
探
訪
」
は
今
月
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

青
い
の
っ
テ
ィ
バ
ス
を
撮
り
に
行
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
バ
ス

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時
期
で
、
臨
時
運
行
の
緑
の
っ
テ
ィ
が

走
っ
て
き
た
…
！
な
ん
て
い
う
苦
い
記
憶
も
、
今
で
は
い
い

思
い
出
で
す
。
案
内
人
や
情
報
提
供
人
と
し
て
お
話
を
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
に
、
本
当
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
来
月
号
か
ら
の「
１
歳
の 

の
の
い
ち
っ

子
」
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
Ｃ
・
Ｎ
）

（問題は 14ページ）

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

39

野々市検定回答

　
「
美
味
し
い
ア
ピ
オ
ス
で
市

の
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
た
い
」

と
話
す
の
は
、
小
島
茂
治
さ

ん
。
ク
リ
の
よ
う
に
濃
厚
な

北
米
原
産
の
イ
モ「
ア
ピ
オ
ス
」

の
特
産
物
化
を
目
指
し
、
生

産
者
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま

し
た
。

驚
き
の
栄
養
価
！

　
ア
ピ
オ
ス
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
に
比
べ
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分

を
多
く
含
み
、
滋
養
強
壮
に

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
管

を
き
れ
い
に
し
て
、
動
脈
硬
化

や
手
足
の
し
び
れ
に
も
効
果

が
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
健
康
野
菜
が
あ
る
と
聞

き
、
元
気
に
な
る
た
め
に
育
て

よ
う
、
市
の
特
産
品
を
目
指

し
て
み
よ
う
と
、
４
年
ほ
ど
前

か
ら
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
一

昨
年
か
ら
椿
ま
つ
り
で
試
食

を
出
し
た
ら「
香
ば
し
い
」「
美

味
し
い
」
と
好
評
で
、
用
意

し
た
20
㎏
が
即
完
売
し
た
ん

で
す
よ
。

商
品
化
を
検
討
中

　
ア
ピ
オ
ス
を
使
っ
た
あ
ん
こ

を
昨
年
試
作
し
、
良
い
も
の

が
で
き
た
の
で
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
の
和
菓
子
に
使
お
う
と
試

行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
お
土

産
に
も
な
る
し
、
市
内
で
生

産
す
れ
ば
産
業
に
貢
献
で
き

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
産
品
で
市
に
誇
り
を

　
ア
ピ
オ
ス
や
ヤ
ー
コ
ン
を
特

産
品
に
す
る
こ
と
で
、
世
に

幅
広
く
野
々
市
の
名
前
を
広

め
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

「
野
々
市
に
は
健
康
野
菜
が
あ

る
ん
や
よ
」と
話
せ
る
よ
う
に
、

地
元
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。

プロフィール
名前　こじま   しげはる
誕生日　４月 16 日
出身地　白山市
野々市に住んで 40 年
趣味　登山

小島　茂治さん
（中林）

目指せ！野々市の特産品
健康野菜「アピオス」を生産

【第 1 問】D　アピオス
アピオスはヤーコン、キクイモとともに世界三大健康野菜と言
われることも。皆さんぜひお試しあれ！

【第 2 問】B　１歳
HAPPY BIRTHDAY! １歳の ののいちっ子ということで、広報
の発行月に１歳になる子どもの写真を募集します。

【第 3 問】A　郷土資料館
郷土資料館企画展「馬とくらし展」は平成 28 年１ 月 24 日㈰
まで開催中です。昔から人間の生活に欠かせない「馬」という
観点から、市内の歴史や文化財を紹介します。
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野
々
市
　
第
729
号　
平
成
27
年
12
月
発
行

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

富
奥

郵
便
局

のっティで巡る

ののいち探訪42

　豊田日吉神社は近江（滋賀県）の日吉
大社より勧

かんじょう
請した神社で、粟田新保村の

氏神として崇拝されてきました。拝殿の
前には元

げんろく
禄８年（1695）に加賀藩士の湯

原応信が寄進した、市内で最も古い一対
の石灯

とうろう
籠が奉納されています。灯籠には

「月窓院秋山宗影居士」ら９人の法号が刻
まれていることから、この人たちを供

く
養
よう

する目的で建立されたと思われます。
　また、拝殿には江戸時代の年号を持
つ絵馬が３面あり、そのうち天

てん
保
ぽう

４年

（1833）に奉納された「繋
つなぎ

馬
うま

図絵馬」は、
現在郷土資料館で開催中の企画展「馬と
くらし展」で特別公開しており、間近で
見ることができます。※

　総代の寺西さんに神社での思い出を聞
きました。

「毎年神社から出発する獅子舞は、何度
か途切れながらも昭和52年、社殿の改築
に合わせ27年ぶりに復興しました。以来
ずっと続いており、時期が来ると40日ほ
ど毎日練習して、伝統を伝えています」

富奥郵便局（南部ルート ）

　豊
とよ

田
だ

日
ひ

吉
よし

神社は長
ちょうきょう

享年間（1487～1489）に建てたと伝えられますが、別の
言い伝えでは久

きゅうあん
安６年（1150）に鎮座したともいわれています。（バス停「富

奥郵便局」から徒歩３分）

神社には明治39年に獅子舞を
伝授された際の奉納額があるん
ですよ。獅子舞の出発は木漏れ
日の差す朝、しんと静まりか
えった中でお囃子が始まるんで
す。20歳の時、神社ならでは
の緊張感ある雰囲気の中で舞え
て、とても幸せに感じました。

寺西　誠二さん
案内人

豊田日吉神社（粟田）

湯原応信が寄進した石灯籠

バス停は「鶴来街道」沿い

※�展示期間は平成 28 年
１月 24 日㈰まで


